
 
■2008年6月のマンスリーNEWS

　今夏もピカピカ清掃キャ
ンペーンが始まりました。 
（６月いっぱいやりま
す。） 

　 今回の清掃重要ポイント
は以下の通りです。 

自販機概観
商品取り出し口
商品見本内側パネル
商品見本外側パネル
　
　 今回も全て写真をとり、
確認いたします。
　
　 また皆様のところに清掃
キャンペーン結果をお知ら
せできればと思っていま
す。

ピカピカシー
ル

５月ランキング
ＤＹＤＯ売れ筋ベスト5 ＳＵＮＴＯＲＹ売れ筋ベスト5

1位　ダイドーブレンドコーヒー １位　ボスレインボーマウンテン

２位　デミタスコーヒー ２位　ボス贅沢微糖

３位　Ｍコーヒー ３位　ボスカフェオレ

４位　Ｄ－１香りの微糖(金） ４位　ボスブラック

５位　葉の茶　朝摘み２９０ ５位　ホット伊右衛門５００PET

※今年は気温の影響で5月期、上位4位は全てコーヒーとなりました。

   

 

　 サントリー「南アルプスの天然水」価格下げに対抗かどうか？わからないが、ダイドードリン
コの「MIUウォーター」 の価格下げ（１１０円）の通達が来た。これで今年の５００ペット、水
は１１０円での戦争になりそう。
　
　 これは裏話だが、ダイドーで違う商品で５００ペット水を１００円販売という話しが噂されま
した。しかしこれをやってしまうと、現行の「MIUウォーター」が売れなくなるどころか、自販機
からＭＩＵをはずさなければならなくなり、自分で自分の首を絞めるという結果になるのは容易に
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予想できることでした。

　 案の定、水の違うブランド名での１００円販売は立ち消え、「MIUウォーター」の価格下げで
実施されることとなった訳なのです。
　
　 さあ、今年もいよいよ我々にとっての最盛期を迎えます！！

　 今年は110円販売の「ミネナルウォーターで勝負ということになりそうです。

　２年前、当社担当の会計事務所のＯ君から本が届きました。（Ｏ
君についてはマンスリー０６年８月号を参照してください。）この
本、読んでいるうちに涙が止まりません。その感動そして私達アー
クルが学ばなければならない事がたくさん入っている本でした。

　 「日本でいちばん大切にしたい会社」

　著者は坂本光司さんという方で、現在は法政大学院の教授であり
ます。長期にわたり好業績を持続している企業や業績はともかく、
世のため人のためになる経営に懸命に取り組んでいる価値のある企
業を訪問し 調査をしているのですが、今回この本の中に取り上げら
れている企業は５社。もちろん全て中小企業。
①日本理化学研究所　
②伊那食品工業　
③中村ブレイス
④柳月　
⑤杉山フルーツ

　よくありがちな経営者のタイプは”5つの言い訳”を言う経営者です。５つの言い訳とは 「景気や
政策が悪い」「業種・業態が悪い」「規模が小さい」「場所が悪い」「大企業・ 大型店が悪い」
です。

　 その５つの言い訳をする経営者は必ず「そこに我が社の業績の上がらない最大原因がある。変
わるべき・変えるべきなのは外部要因である。」と言います。 　

　 このような経営者に会ったときは、その社員さんや家族や関連企業の人達を思い辛くなってし
まう。そしてその企業を大切にしようとは決して思わないと言います。
　
　 それとは反対に顧客に絶大な指示を得て、好業績を持続している会社はそれなりの理由があり
ます。その内容をこの５つの企業を例に取り上げられています。
　
　 経営者のみならず、一般の方が読んでもとても感動のできる本だと思います。是非ご一読を。

  

 　
　ということで、この本を読んだ直後にちょうど社員旅行で
北海道に行ったついでに、上記の本で紹介されている柳月の
札幌店に行ってきましたので紹介したいと思います。
　
　 場所は札幌中心地から車で約１０分ぐらいの郊外にあり大
型店でした。店内に入るとた くさんの地元のお客さんでにぎ
わっています。商品の価格は安い！

　 例えば左下の写真の結構 大きめのアップルパイが７００
円。店内の販売スタイルはカウンターでも販売しているし、



セルフでかごに好きなものを取って買うこともできるスタイ
ルにもなっています。 　

　 なんといっても名物は「三方六」というチョコレートでコ
ーティングしてあるバウムク ーヘンです。
　
　 早速カウンターに行き、試食を申し出ます。感じの良い店
員さんがすばやく試食を出してくれました。味は後味すっき
りで軽めのバウムクーヘンです。
　
　 買い物が終わり、店内のテーブルで無料のコーヒーを飲ん
でくつろいでいると、店員さ んがやって来て「賞味期限の新
しいものが到着しましたので交換します。」とわざわざ売 っ
たばかりの三方六を交換してくれました。

　その後、「日本でいちばん大切にしたい会社」を読
んで来たんですよと伝えると、店員さんは大変喜び、
しばしお話しをしました。大変よく教育が行 き届い
ている会社だと関心をしました。
　
　 もし、皆さん北海道に行ったら「六花亭」「白い
恋人」もいいですけれど、「柳月」行ってみたらいか
かでしょう。帯広にスイートピアガーデンという工場
兼店舗があるようですよ。

アップルパイ700円

名物　三方六 試食を頼んでいます。

 
　
　　４月の某日、ある人を囲んだ懇談会に出席してきました。ある人（ここではIさんとしておき
ます。）そのIさんとはマレーシア・スリランカ・ロンドン・フランスを拠点としている日本人で
ソフトウエア会社を経営しています。主に銀行や株式のオ ンラインソフトを開発している会社で
スリランカの約46％のシェアを持っているそうです。
　
　 そのIさんの来日を機に今回スリランカの債券や株の投資情報を中心に懇談会が開かれ、それに
参加したという訳なのです。 　

　 今月号ではそのIさんから聞いた、スリランカの債券投資の話しを少しまとめてみました。ちな
みにあくまでもそのときの話 しをまとめたものです。ちなみに実際に投資してみたい人は自己責
任で行ってください。

　さてまずスリランカの現状から・・・



　現在スリランカはかなりのインフレということです。政府発表のここ３年の年間物価上昇率は
10％なのですが、実際は約30％くらいではないでしょうか。これは自分は実際に肌で感じた物価上
昇率で、このインフレ状態は株式市場も例外ではなく、株価も上昇しています。特に、ローカル市
場に事業を展開する会社、とりわけ、食品製造会社やスーパーマーケットの株は軒並み上昇してい
ます。日本の昭和40年代のように、何を作っても、何を売っても売れる時代と似ています。インフ
レが続く限り、しばらくは、株価も上昇するでしょう。経済の成長とは、このような値上がりを正
常とするのではないかと思います。

　そして日本に目を移してみましょう
　日本では、原油の値上がりに、小麦の値上がりも手伝って、様々な製品が値上がりを始めたよう
です。輸入品は、ほとんどがドル建て決済ですから、2－3ヶ月前に円安に振れていた頃に、原油価
格も小麦相場も値上がりが続き、日本国内でも関連製品が続々と値上げされました。つい先日、円
が米ドルに対し、100円を割ったということで、マスコミは、輸出業は全て不振になってしまうよ
うな報道をしていましたが、皆さんはどう思いますか？2－3ヶ月前には、米ドルは110円前後でし
た。10％も一気に下落したわけです。原油も、小麦もドル建てで輸入されていますから、この円高
での為替差益が値上げ率を上回ってしまったことになりますが、ガソリンや小麦は値下げになるの
でしょうか？円高が加速すると、自動車製造業のような輸出産業は、確かに影響が無いとは言えま
せんが、生産拠点は、海外に多く存在し、一概に業績が悪化するとは思えません。このように、日
本の企業はすでにグローバル化が進んでいるので、日本円の対米ドル相場で業績が左右するまでに
は至らないと思います。　
　日本の株式の売り買いが難しいのは、このように世界の状況で大きく左右されてしまうことで
す。世界の情報に精通するのは難しいですから結論的には、株式投資は賭けに近い感覚になってし
まいます。スリランカの市場は小規模で、企業のほとんどが海外に製造拠点や、販売拠点を有して
いないので、市場の動向を見極めるのは難しくありません。これを、皆さんがどのようにお考えに
なるかは分かりませんが、小規模な市場というのは日本の大規模市場経済に慣れてしまっている日
本人には 理解するのに時間がかかるかもしれません。

　インフレと定期預金の関係
　インフレは、経済が成長して物の製造コスト、価値が高まり同じ物でも時間が経つだけで価格が
上がってしまう現象として捕らえるのが、もっとも一般人的考え方かと思います。（学者思考とは
違っていますが）皆さんは、インフレが何％なら普通なのか、考えたことはありますか？また、イ
ンフレにふれることを好ましいとか、好ましくないとか考えたことはありますか？
　インフレは、海外投資をする方々には重要な投資判断材料として、常に考えていなければならな
いと思います。海外預金をした場合その国がインフレであったとしても、日本で生活している人に
はインフレは何の関係なく、むしろ全ての物の価値が上がるので投資にはありがたい結果を産み出
します。ただし、気になるのは為替の交換率です。日本で外貨預金をして誰もが損した例を下記に
あげてみました。

　2007年08月01日に、半年の外貨定期預金を人気のニュージーランドとスリランカで開設しまし
た。2008年02月 01日に満期を迎えて日本円に換金した時にいくらになったでしょうか？苦い経験
をされた方も多いと思います。 　2007年08月01日に5,000,000円の定期預金をした場合、現地通貨
ではニュージーランドドル＝NZ$54,555.50 スリランカルピー＝Rs.4,699,434。金利がニュージード
ル６ヶ月物で6.8%（年）、スリランカルピー６ヶ月物で19. 6%（年）でした。
　2008年02月01日に満期になったときに、元金金利合計がニュージーランドドル＝NZ$56,410.39＝
4,704,318 円、スリランカルピー＝Rs.5,159,978＝5,097,253円ということで、このような最悪のシナ
リオになってしまった場 合、ニュージーランドドルでの預金では約30万円の損、しかしながらス
リランカルピーでは、からくも約10万円の利益になります。
　外貨預金を考える場合には、為替交換率の上下がどのくらいあるのか、物価の上昇率、インフレ
がどのくらいなのかを考えないと大方、損をしてしまう結果になります。ということで、18％以上
の高金利、インフレ率5％以上、為替変動率の平均が１年間で10％前後という条件でしたら、まず
心配無く利益が出せます。さらに、スリランカの定期は１ヶ月ものでも金利は年20％弱ですから、
複利運用も考えると面白いと思います。また、1ヶ月毎に様子をみながら預金額を増減できるので
安心感があります。どのような外貨預金でもインフレ率が3％程度で、金利が10％以下では為替交
換で損する確立はかなり高いと思います。私の考え方は、私の経験から確立したもので、なんら統
計的、論理的なものではないことを最後にお断りしておきます。（以上来月号に続く）

   



癒しの国・アーユルベーダ 紅茶の国・スリランカ
　
　 今月号ではスリランカの現状やインフレと預金のことなどをまとめてみました。
　来月号でもより具体的なことをまとめてみたいと思います。
　ところで、Iさんが面白いことを言っていました。７年ぶりに日本に帰って来ての感想です。
「日本はほとんど経済成長していないなぁ。だって、東京の街が迷わず歩けるから。」と。クアラ
ルンプールやシンガポールの街は２～ ３年で大きな変化をしていくので、よくわからなくて道に
迷ってしまうらしい。
　それぐらい、アジアの国々の進歩が早いということなのでしょう。

 
　今回ご紹介するのは、横浜中華街のお店です。その名は中国家庭料理「山東」。お薦めは水餃子
でほとんど全てのお客が注文をしています。

　このお店の水餃子の決め手はつけだれにあります。色は真
っ赤で見るからに辛そうなのですが実は全然辛くなくて甘い
のです。
　このたれ、よ～く味わってみると甘さの秘密がわかってき
ます。そうなんです！！ココナッツの味がするのです。そし
てよく見ると、生姜のすりおろしがたくさん入っているのが
わかります。
　
　 なんとも味わったことのない味で、クセになる味です。
　中華街に行くとこの店をチェックするのですが、ほとんど
行列しているので、なかなか入れません。今回はピーク時間
をずらしたこともあり、並ばずに入れました。

　このお店のお奨めはあくまでも水餃子で、編集者は自信を
もってお奨めできますがそれ以外の料理は皆さんのご判断で
してください。

　 店の名前通り、中国山東省の家庭料理の店なのですが、山
東省といえばもともと貧乏省で出稼ぎが多く食事の美味しい
省ではないと言われています。

　 おまけに、ドイツの租界のあった場所ですから「食」も想
像で きると思います。ですから、私のお奨めは水餃子と申し
ておきます。

場所：中華街メイン通リの聘珍楼の脇を入ったところです。 

 
S氏のコラムより（最近毎月の登場で連載化されてきました。）



　今月号では、スリランカの投資情報を載せたついでに、投資（博打？）について考えてみたいと
思います。最近毎月投 稿していただいている大和在住のS氏の博打に対する考え方です。彼は投資
（博打）は良し悪しはショバ代で決まると言っ ています。それでは一読を・・・

○バクチに必勝法はない
　1万円かけて、負けたら２万円賭ける、また負けたら４万円かける、また負けたら8万円・・と倍
がけを繰り返していくのがバクチの必勝法だという説がある。こんな簡単な方法で勝てるのだろう
か？
　この方法の欠点は儲けは１万円に限定されているのに、損失は天文学的に膨らんでいくことだ。
10回負けると512万円、 20回負けると52億円の掛け金が必要になる。タネ銭きれでゲームオーバー
になると、一生かかっても損失は埋められないたった１万円の勝利を得るためにクビをくくらなけ
ればならなくなる。
　常識で考えてもバクチ必勝法はあり得ない。なぜなら、あなたができることはみんなができるこ
とであり、それではバクチが成り立たないからである。

○いたれりつくせりのバクチ場がある
　サイコロや花札などのバクチはアンダーグラウンドで行われるが、ゼロサムゲームの上にショバ
代が高い。非合法だから見つかれば縄をかけられるリスクもある。
　その点、金融市場はショバ代が格安で合法だ。小指のない人種とつきあわなくても、自宅でパソ
コンをクリックするだけですむ。信用取引や先物取引にいたっては、掛け金まで用立ててくれると
いう、いたれりつくせりのバクチ場なのである。 こんなに素晴らしいバクチ場があるのに、わざ
わざ地下にもぐってサイコロ転がしたり、ラスベガスまでバカラをやりに行ったりする人の気持ち
がわからない。

○良いバクチ、悪いバクチ
　バクチの良し悪しはショバ代によって決まる。
　ショバ代ランキングを見てみよう。

① ＦＸ　　　　　　　１％
未満

⑤ パチンコ　　　　
３％

⑨ 不動産　　　１
６％

⑬ 定期保険　　５０％

② 商品先物　　　１％未満
⑥ 外国株式　　　
４％

⑩ 養老保険　　２
０％

⑭ ＴＯＴＯ　　　　５
０％

③ 日本株式　　　１％未満
⑦ ルーレット　　　
５％

⑪ 競馬・競艇　２
５％

⑮ 宝くじ　　　　５
４％

④ バカラ　　　　　１％未
満

⑧ 投資信託　　　
６％

⑫ 終身保険　　３
０％  

　 手数料は取扱機関によっても違うし、税金も大雑把にしか計算していないので大まかにこのく
らい、ということで見て欲しい。最悪のバクチは宝くじである。

　　Sさんの面白いのは保険まで博打と例えてショバ代率を出しているところです。

 
ただいまブログは8名が更新中です。

・所長のブログ（小田原Ｈ所長）

・チーフの給湯室（小田原Ｍチーフ）

・情報最前線（海老名Ｋ所長）

・促進課・ほしやんの鼻からうどんいれたろ
か

・促進課オヨヨ

・販促課オオクワ80mm



・産地直送！新鮮ネタ（海老名Ｎチーフ）　

・古本おやじの独り言（98キロの人面冷凍マ
グロ）

 
　
　
　社員旅行と言っても、それぞれグループで好きな場所に行く旅行です。
今回は、北海道班・仙台班・沖縄班と分かれました。楽しい思い出ができたようです。

やはり仙台といえば伊達政宗！
凛々しいな・・・

海老名の小○君です。現地の方に
間違われ るほど沖縄文化に溶け込
んでいました。

北海道食べて食べて食べま
くり
ジンギスカンお腹苦し
い・・・

　第１９回アークルコンペが箱根CCにて
5/12に開催されました。
　
　優勝者は前回に引き続き㈱Ｔ社のＳ社長
さんで連続優勝でした。 

　おめでとうございます。
　
　今回は女性の参加が２名ありました。女
性参加者がいると華やいだ雰囲気になりま
す。
　
　当社のＨ所長の進歩は素晴らしいと評判
です。 スコア（１４０台→１２０へ）

　先月号の商品の要望ＦＡＸたくさんいただきました。ありがとうございました。
この要望ＦＡＸ書は商品の入れ替え時にお送りしますが、いつでも受付ますので要望がありました
らお送りください。

小田原FAX　　　海老名FAX　　←こちらを開いてコピーして下しさい。　ＰＤＦダウンロードこ
ちら

今月は以上です。又、来月号も宜しくお願いします。

 
■2008年度のマンスリーＮＥＷＳ

2008.05 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2008.04 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ
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http://www.arcru.com/report200804.html


2008.03 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2008.02 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2008.01 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

 
■マンスリーＮＥＷＳアーカイブ

最新 マンスリーＮＥＷＳトップページ

2007年度 ２００７年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2006年度 ２００６年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2005年度 ２００５年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2004年度 ２００４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

番外編 マンスリーレポート番外編

   
  

http://www.arcru.com/report200803.html
http://www.arcru.com/report200802.html
http://www.arcru.com/report200801.html
http://www.arcru.com/report.html
http://www.arcru.com/report2007archive.html
http://www.arcru.com/report2006archive.html
http://www.arcru.com/report2005archive.html
http://www.arcru.com/report2004archive.html
http://www.arcru.com/reportbangai.html

